
■概要
 北部九州の広域的レクリエーション需要等に対応するため国が整備・管理している本公園において、未供用区域における
白砂青松を継承する自然との共生の場づくりのための整備や、既供用区域における魅力向上・防災機能向上のための再整備を
推進する。

■整備内容（令和７年度）：

西駐車場拡張整備（地域避難場所の拡充）、松林育成（松枯れ対策・枯損木伐採・間伐）、未供用区域基本計画検討

国営公園事業海の中道海浜公園【直轄】（福岡県福岡市）

≪公園平面図≫

0 100 200 300 500 1,000(m)

≪位置図≫

未供用区域基本計画検討

西駐車場拡張整備

松林育成（松枯れ対策・枯損木伐採・間伐）

当該箇所

松林育成（枯損木伐採）

事業費：３４７百万円

【公園概要】
・計画面積：539ha
・供用面積：350ha

う み  な か み ち  か い ひ ん  こ う え ん

駐車場ますの増設により、
災害時の車両受入台数を増加

西駐車場拡張整備

建政－１継続



■概要

 西鉄柳川駅周辺と観光拠点である沖端水天宮周辺において、広場の整備や道路の高質化など掘割を活かした柳川らしい空間

 を創出することで、観光地としての魅力向上を図る。

■事業内容：駅前広場の整備、道路の高質化、掘割沿いの整備等

■事業主体：柳川市     ■事業期間：令和２年度～令和７年度

■整備内容（令和７年度）：沖端水天宮周辺市道等の高質化（舗装、植栽、照明等）

■事業内容：にぎわい交流施設周辺施設の整備

■事業主体：民間事業者 ■事業期間：令和７年度

■整備内容（令和７年度）：広場、シェルター、トイレの整備

水郷柳河掘割地区まちなかウォーカブル推進事業【補助】（福岡県柳川市）

事業費：１４７百万円

《位置図》 :  都市再生整備計画の区域

:  滞在快適性等向上区域

:  令和７年度整備内容（柳川市）

： 令和７年度整備内容（民間）

沖端水天宮周辺市道の
道路整備

にぎわい交流施設周辺の
広場、シェルター、トイレ整備

沖端水天宮周辺 西鉄柳川駅周辺

当該箇所
≪事業効果≫
〇西鉄柳川駅の利用者数の増加
〇官民一体となった滞在空間の創出
〇楽しみながら安心して移動できる道路

 空間の創出

すいきょうやながわほりわり

おきのはた

整備イメージ（西鉄柳川駅周辺）整備イメージ（沖端水天宮周辺）

西鉄柳川駅周辺市道の道路整備

建政－２新規・完成

社会資本整備総合交付金の内数

観光拠点
（沖端水天宮周辺）

広域拠点
西鉄柳川駅周辺）



西日本鉄道天神大牟田線（雑餉隈駅付近）連続立体交差事業【補助】（福岡県福岡市）

■概 要
 雑餉隈駅付近において、踏切での交通渋滞や事故の解消を図り、鉄道により分断された市街地を一体化するなど、沿線地域の
良好な住環境を形成するため、鉄道の高架化を行う。併せて側道整備を行い、沿線の交通の利便性や安全性を高めるとともに、
駅へのアクセス性を高め、公共交通の利用促進を図る。

■事業内容：連続立体交差事業（延長 L=１，８６４ｍ） ■事業主体：福岡市 ■事業期間：平成２２年度～令和７年度

■整備内容（令和７年度）：側道用地取得、側道整備

《整備内容》

事業費：４９６百万円

完成てんじん おおむた  ざっしょのくま

令和4年8月28日
高架切替

桜並木駅（新駅）桜並木駅周辺

至 天神

至 大牟田

至 大牟田

至 天神

○高架化で７箇所の踏切を除却（うちボトルネック踏切５箇所）

○踏切除却による自動車等の移動所要時間短縮、事故減少

・雑餉隈５号踏切では、ピーク時の最大渋滞長３７０ｍが解消

・踏切事故解消 （着手前10年間の踏切事故件数12件（うち死亡事故7件）

雑餉隈駅周辺

《平面図》

《位置図》 《事業効果》

建政－３

当該箇所



■概要
 本地区に隣接する二級河川神嶽川の氾濫による度重なる浸水被害や、木造建築物の密集・老朽化など、多くの防災上の課題

を解決するため、神嶽川河川改修事業とあわせて立体換地手法を活用した土地区画整理事業を行い、密集市街地対策や防災

機能の強化を図るとともに、北九州市小倉都心部の重要な商業拠点である旦過市場の更なる活性化を図る。

■事業内容：土地区画整理 約０．６ｈａ ■事業主体：北九州市 ■事業期間：令和２年度～令和９年度

■整備内容（令和７年度）：立体換地建築物整備、補償等

旦過地区土地区画整理事業【補助】（福岡県北九州市）

モノレール平和通駅

モノレール旦過駅

旦過地区

JR小倉駅
ＪＲ鹿児島本線

神嶽川

たんが

かんたけがわ

▲神嶽川の氾濫による浸水被害 ▲密集・老朽化した建築物▲賑わいのある旦過市場

《現状と課題》

《整備内容》《航空写真》

《位置図》

 ○河川改修による浸水被害の解消
 ○建物整備による密集・老朽化の解消

【現 況】

神
嶽
川

市場通り

立体換地
1,2階店舗

3,4,R階駐車場

神
嶽
川

河川拡幅

新市場通り

河川管理道路

【整備後】

店舗セットバック

河川上空の店舗

完成イメージ

平面換地

《完成イメージ》

▲河川上空に張り出した店舗

《事業効果》

（R7.2月時点）

モノレール
旦過駅立体換地建築物

神嶽川

社会資本整備総合交付金の内数

建政－４継続

当該箇所



福岡市南地区地域居住機能再生推進事業【補助】（福岡県福岡市）
みなみ

《位置図》

■概要
 福岡市営弥永住宅において、集約建替及び屋上防水改修等の老朽化対策を実施することで居住水準の向上を図るとともに、

ZEH水準※に適合した住宅を新築することにより省エネルギー対策を推進する。

 ※省エネ基準より２０％の省エネを図った住宅性能をみたすもの

■事業内容：市営弥永住宅 （建替前）ＲＣ造１,５００戸 → （建替後）ＲＣ造１,５００戸（予定）

 ＵＲ若久団地 （建替前）ＲＣ造１,０６６戸 → （建替後）ＲＣ造  ５８０戸（予定） 

■事業主体：福岡市、都市再生機構 ■事業期間：平成２５年度～令和１３年度

■事業内容（令和７年度）

 福岡市：建替工事（本体） 弥永住宅：ＲＣ造３０５戸、除却工事 弥永住宅：ＲＣ造１００戸

実施設計（屋上防水・給水管改修）、 給水管改修工事１５０戸

事業費：１，９８３百万円

《整備内容》

建替後（イメージ）

【凡例】

整備地区

重点整備地区

市営住宅

市営屋形原住宅
・実施設計(屋上防水)

市営向新町住宅
・実施設計(屋上防水)

市営警弥郷住宅
・給水管改修工事

市営老司住宅
・実施設計(給水管改修)

市営弥永住宅
・建替

(本体工事、除却工事)

けやごう

やなが

ろうじ
やかたばる

むかいしんまち

令和７年度事業実施予定団地

老朽化した
市営住宅

やなが

わかひさ

建政－５継続

当該箇所

市営弥永住宅（建替後）



■概要
 図書館や地域交流センター等の多様な都市機能をJR佐賀駅周辺へ誘導し、コンパクトで住みやすいまちづくりを推進する。
また、幹線道路である佐賀駅下古賀線の歩道を拡幅し、歩いて楽しい空間を創出することで、JR佐賀駅南側エリアから
中心市街地への回遊性を高め、まちなかの賑わい創出を図る。

■事業内容：図書館大規模改修、地域交流センターの整備、公園整備等
■実施主体：佐賀市 ■事業期間：令和７年度～令和１１年度
■整備内容（令和７年度）：図書館大規模改修の設計、旧TOJIN茶屋跡地整備の用地取得・調査等

■事業内容：道路の高質化、広場整備、社会実験
■実施主体：佐賀県 ■事業期間：令和６年度～令和９年度
■整備内容（令和７年度） ：さが維新広場（旧駅前まちかど広場）の整備、佐賀駅下古賀線の道路利活用に向けた社会実験

佐賀駅周辺南地区都市構造再編集中支援事業【補助】

《位置図》

《事業効果》

○駅周辺と中心市街地の賑わいの創出

〇活発な交流・回遊による中心市街地の魅力向上

事業費： １１５百万円 

当該箇所

《整備内容》

佐賀市立図書館大規模改修事業

佐賀市佐賀駅周辺北地区まちなかウォーカブル推進事業【補助】 （佐賀県佐賀市）
新規

・
継続

： 都市再生整備計画区域

：滞在快適性等向上区域

：令和７年度実施事業（佐賀市）

：令和７年度実施事業（佐賀県）

事業費： ２７５百万円 

佐賀駅下古賀線

整備後（現状） 社会実験イメージ

佐賀市立図書館

整備後イメージ現状写真

旧ＴＯＪＩＮ茶屋跡地整備事業

さが維新広場整備事業

佐賀駅下古賀線

社会実験

建政－６



大黒町地区第一種市街地再開発事業【補助】（長崎県長崎市）

■概要
 県営バスターミナルを含む周辺地区は、長崎駅前に位置し、都市間交通の拠点であるが、建物の老朽化と耐震不足に加え、
 ターミナル機能が不足しており、再整備が喫緊の課題である。このことから、市街地再開発事業により、土地の合理的かつ
 健全な高度利用による魅力的な都市空間の創出、建物の耐震化・耐燃化による防災性の向上、高速バスターミナル機能更新
 による利便性の向上を図る。

■事業内容：市街地再開発事業 延べ面積 約２０，９００㎡（予定）
 バスターミナル、商業・業務・宿泊施設、駐車場 等

■事業主体：大黒町地区市街地再開発準備組合 ■事業期間：令和７年度～令和１３年度（予定）

■整備内容（令和７年度）：調査設計計画（測量、権利調査、建物調査、地質調査など）

だいこくまち

《事業効果》

○高度利用による、魅力的な都市空間の創出。

○建物の耐震化及び耐燃化による、防災性の向上。

○バスターミナル機能更新による、利便性の向上。

令和５年撮影

《整備内容》《位置図》

当該箇所

バスターミナル、商業・業務・宿泊施設、駐車場 等

《航空写真》

西坂公園
施行地区

県営バスターミナル

※断面イメージは検討中（未確定）

施行地区

西坂公園

県営バスターミナル

長崎駅

A街区

↓至 大波止

↑至 浦上駅

B街区

建政－７新規

社会資本整備総合交付金の内数



（都）長崎時津縦貫線（茂里町～滑石工区）街路事業【補助】（長崎県長崎市）
な が さ き     と  ぎ  つ          も り  まち            な め し

《位置図》

■地域間の連携強化

■市内の慢性的な渋滞緩和

交通渋滞の中、車両の間を縫って救急搬送
している救急車両。

長崎市北部唯一の主要幹線道路は国道206号
の1本のみであり、慢性的な渋滞が発生。

【写真① 国道206号渋滞状況】 【写真② 国道206号緊急車両】

■概 要
 都市計画道路長崎時津縦貫線（茂里町～滑石工区）は、地域高規格道路長崎南北幹線道路（延長約１５ｋｍ）の一部であり、
 本事業の整備により、地域間の連携強化と長崎市の慢性的な渋滞緩和を図り、ストック効果を重視した道路ネットワークを
 構築する。

■事業内容：道路整備（延長 L=５．３km、幅員 W=１２～１８m） ■事業主体：長崎県 ■事業期間：令和４年度～令和１８年度
■整備内容（令和７年度）：調査設計・用地補償

事業費：１，０４５百万円

《事業効果》

《平面図》 西彼杵道路
R5.2.18開通

L=3.4km

ながさき なん ぼく

○高規格道路ネットワークを形成し、

 主要都市間の移動時間短縮による

 地域間の連携強化や交流促進を図り、   

観光振興や産業振興などに大きく寄与 

する。

○また、国道２０６号の朝夕ピーク時の

混雑緩和による通勤・通学時間の短縮、

物流の効率化等が期待される。

当該箇所

建政－８継続



物資輸送ｽﾍﾟｰｽ

物資輸送ｽﾍﾟｰｽ

ヘリポート

臨時駐車場

ヘリポート

野営地

野営地

野営地

野営地

自衛隊指揮所

野営地 野営地

関係機関詰所

一時退避・避難ｽﾍﾟｰｽ

用地測量、用地買収、
駐車場の設計、造成工事

■概要
 熊本県地域防災計画に基づき、広域の市町村に及ぶ大規模な災害発生時の「広域防災拠点」として位置づけられ、物資の

   輸送や各部隊の活動拠点基地、帰宅困難者の休憩・情報提供等の場としての役割を担っている本公園において、災害時の機
   能強化を図るため、避難場所や各部隊の活動拠点基地として機能する駐車場を整備する。

■事業内容：駐車場、植栽の整備
■事業主体：熊本県 ■事業期間：令和７年度～
■整備内容（令和７年度）：用地測量、用地買収、駐車場の設計、造成工事

熊本県民総合運動公園都市公園事業【補助】（熊本県熊本市）

《位置図》

当該箇所

駐車場の整備イメージ

《災害時の土地利用イメージ》

建政－９新規

社会資本整備総合交付金の内数

凡例

供用中エリア

整備中エリア



豊肥本線三里木・原水駅間新駅整備都市・地域交通戦略推進事業【補助】（熊本県菊陽町）

《位置図》

■ ＪＲ新駅の整備イメージ

■ 現在の状況

当該箇所

《全体図》

至 原水駅

至 三里木駅

新駅予定地

■概要
 菊陽町における半導体企業の進出を背景とした今後の経済発展や、人口増加に対応するため、立地適正化計画に位置付ける
新駅を整備するとともに、一体的に進める土地区画整理事業と合わせて「駅を中心とした市街地整備」を推進する。

■事業内容：駅舎、駅前広場、自転車駐車場、シェルター及び鉄道施設の整備

■事業主体：菊陽町 ■事業期間：令和７年度～令和１１年度

■整備内容（令和７年度）：新駅整備基本設計

《事業効果》

ほうひ  さんりぎ はらみず

○土地区画整理事業と一体となったまちづくりの拠点整備

による、交流・関係人口の増加や企業活動の円滑化

○新駅からの二次交通充実を図ることによる、交通渋滞の

緩和や地域公共交通の利便性向上

建政－１０新規

社会資本整備総合交付金の内数

至 原水駅

※現時点での構想イメージです



■概要
 平成２８年熊本地震で最も建物被害が集中し、倒壊家屋による道路の閉塞により避難経路が確保できないなど問題が生じた
 益城中央地区の被災市街地復興土地区画整理事業など、熊本地震からの復興まちづくりを推進する。

○（都）益城中央線ほか１線街路事業（益城町）
■事業内容：道路整備 ■事業主体：熊本県
■整備内容（令和７年度）：道路整備、補償等

○益城中央被災市街地復興土地区画整理事業（益城町）
■事業内容：土地区画整理 ■事業主体：熊本県
■整備内容（令和７年度）： 道路整備、補償等

〇宅地耐震化推進事業（宅地液状化防止事業）（熊本市）
■事業内容：宅地と一体的に行われる道路等公共施設の液状化対策 ■事業主体：熊本市
■整備内容（令和７年度）： 地下水位観測

熊本地震からの復興【補助】（熊本県益城町・熊本市）

交通安全対策事業（通学路緊急対策）
（熊本県内（政令市除く））
事業費2,975百万円の内数

（都）水前寺秋津線

L=280ｍ
（W=22.0ｍ）

（都）益城中央線

L=2,887ｍ（W=27.0ｍ）※土地区画整理事業区間を除く

益城中央地区
A=28.3ha

全延長 L=約3.8㎞（街路事業 L=約3.2㎞、土地区画整理事業 L=約0.6kｍ）

箇所②

箇所②（安永地区）

整備イメージ（益城中央線）

↓ 熊本市方面

被災時

R5年3月供用 L=0.8km

R5年11月供用 L=0.18km

箇所①（福富地区）

《整備内容（益城町）》 《整備内容（熊本市）》

宅地耐震化推進事業（宅地液状化防止事業） Ｒ７完成

沈
下

被災時

R6年4月14日供用 L=0.8km

当該箇所

《位置図》
益城町役場 震災記念公園

交通広場

復興まちづくりｾﾝﾀｰ

鋼矢板打設

【地下水低下工法イメージ図】
住宅地や道路部分の地下水位を強制的に低下させて液状化を抑制します。

箇所①

建政－１１完成・継続

社会資本整備総合交付金の内数

社会資本整備総合交付金の内数



《位置図》

熊本市中心市街地地区まちなかウォーカブル推進事業【補助】（熊本県熊本市）

花畑町九品寺４丁目第１号線道路空
間利活用促進(滞在環境整備事業）

グリーンスローモビリティの導入による
回遊性向上事業（滞在環境整備事業）

上通アーケード

下通アーケード

新市街アーケード

熊本城天守閣

熊本駅

花畑広場

:  都市再生整備計画の区域

:  滞在快適性等向上区域

:  令和７年度実施事業

主要地方道熊本高森線等道路舗装美装化等
事業(高質空間施設）

熊本駅新幹線口駅前広場改修事業
(道路事業）

花畑町桜町第１号線道路空間
再配分事業（滞在環境整備事業）

≪事業効果≫

〇「中心市街地ににぎわいを感じる」人 の増加

○平均公示地価上昇

〇中心市街地の歩行者通行量増加

整備イメージ

当該箇所

整備イメージ

事業イメージ《整備内容》

■概要

道路空間の再配分や高質化等による歩行環境の向上、熊本駅新幹線口駅前広場改修を推進し、誰もが安心して訪れ・回遊

 することができる居心地の良い人中心の公共空間を整備することで、中心市街地の賑わいや回遊性の向上を図る。

■事業内容：駅前広場の整備、道路の高質化、社会実験等

■事業主体：熊本市 ■事業期間：令和３年度～令和７年度

■整備内容(令和７年度)：熊本駅新幹線口駅前広場の整備、主要地方道熊本高森線等の高質化（舗装）、

道路空間再配分に向けた交通解析及び社会実験等

建政－１２完成

社会資本整備総合交付金の内数



青井、紺屋町被災市街地復興土地区画整理事業【補助】（熊本県人吉市）

■概 要

令和２年７月豪雨災害により甚大な浸水被害を受けた被災地において、「人吉市復興まちづくり計画」に基づき、

 避難路・避難地の確保や未接道地の解消などに向けた復興まちづくりを推進する。

〇青井被災市街地復興土地区画整理事業（人吉市）

■事業内容：土地区画整理 約５．２ｈa ■事業主体：熊本県 ■事業期間：令和４年度～令和１０年度

■整備内容（令和７年度）：補償、道路整備等

○紺屋町被災市街地復興土地区画整理事業（人吉市）

■事業内容：土地区画整理 約１．２ｈa ■事業主体：人吉市 ■事業期間：令和４年度～令和１０年度

■整備内容（令和７年度）：補償、道路整備等

社会資本整備総合交付金の内数

《位置図》

浸水状況

《整備概要》

イメージパース

イメージパース

あお  い こう や   まち

当該箇所

区画道路の整備状況

宅地造成の整備状況

【青井地区】

【紺屋町地区】

浸水状況

建政－１３継続



明野南

加納西
大分駅前

大分駅南土地
区画整理事業

大分米良IC

大分IC

下郡・明野工区

L＝1.6km
県
道
松
岡
日
岡
線

加納西

明野南
明野東
一丁目

広域防災拠点
大分スポーツ公園

高規格道路
大分中央幹線道路 L=6.0km

大分光吉IC

東九州自動車道

交
通
の
転
換

下郡工区

L＝0.9km

（都）庄の原佐野線（下郡工区、下郡・明野工区）街路事業【補助】（大分県大分市）

■概 要

  都市計画道路庄の原佐野線は、地域高規格道路大分中央幹線道路（延長約６ｋｍ）に指定されており、大分市内の東西骨格道
路である。本事業の整備により、地域間連携と都市内構造の強化、並行路線の国道１０号等の渋滞緩和を図り、ストック効果を
重視した道路ネットワークを構築する。

○庄の原佐野線（下郡工区）

■事業内容：道路整備（延長Ｌ=９００ｍ、幅員Ｗ=５５ｍ） ■事業主体：大分県 ■事業期間：平成２９年度～令和８年度

■整備内容（令和７年度）：橋梁上下部工工事等

○庄の原佐野線（下郡・明野工区）

■事業内容：道路整備（延長Ｌ=１，６００ｍ、幅員Ｗ=６１ｍ） ■事業主体：大分県 ■事業期間：令和５年度～令和１８年度

■整備内容（令和７年度）：橋梁下部工工事及び測量、設計、地質調査等

しょう はる さ の

《位置図》

先詰まりによる渋滞

至 臼杵市

県道 大分臼杵線の渋滞状況（朝ピーク時）

加納西
交差点

《渋滞状況》写真

至 大分駅

事業費：２，０１２百万円

【横断図】

Ｎ凡例

       主要渋滞箇所
       (事業区間周辺のみ)

（都）萩原
鬼崎線

下郡工区

（都）下郡
中判田線

宗麟大橋

下郡・明野工区

《整備内容》完成イメージ

Ｎ 下郡工区

L=0.9km

下郡・明野工区

L=1.6km

大分川

ＪＲ豊肥本線

事業費：   ３８５百万円

《縦断図》

し も ご お り し も ご お り あ け の

《事業効果》

○当該地域では、大分市中心市街地と市南東部を往来する交通が集中

するため、慢性的な渋滞が発生しているが、下郡工区、下郡・明野工区

の整備によるアクセスの強化と交通の分散によって、渋滞緩和及び移

動時間の短縮が期待される。

当該箇所

おおいたちゅうおう

建政－１４継続



■概要

 大分県営明野住宅において、集約建替及び外壁改修等の老朽化対策を実施することで居住水準の向上を図るとともに、こども

園を併設することで子育て世帯にも魅力ある住生活環境の整備を推進する。また、ZEH水準※に適合した住宅を新築することに

より省エネルギー対策を推進する。

 ※省エネ基準より２０％の省エネを図った住宅性能をみたすもの

■事業内容：県営明野住宅 （建替前）ＲＣ造５６５戸 → （建替後）ＲＣ造３００戸（予定）

■事業主体：大分県、大分市 ■事業期間：令和５年度～令和１１年度

■整備内容（令和７年度）

大分県：実施設計（建替・除却）、建替工事（本体）ＲＣ造５６戸、除却工事 ＲＣ造７１戸

大分市：実施設計（改善）、改善工事（外壁・屋上改修）ＲＣ造４８戸、共用部LED改修 ＲＣ造１６８戸

事業費：９３９百万円

《整備内容》《位置図》

老朽化した明野住宅

建替後（イメージ）

当該箇所

明野地区地域居住機能再生推進事業【補助】 （大分県大分市）
あけの

建政－１５継続

令和７年度事業実施予定団地

県営明野住宅（B区画）
・除却工事
・実施設計（建替・除却）

県営明野住宅（A区画）
・建替工事

既存住宅

建替住宅

除却住宅

改善住宅

市営東明野住宅
・外壁・屋上改修
・共用部LED化改修
・実施設計（改善）



■概要

 九州各地で半導体関連企業の進出が盛んに進められている中、都城ICに近く立地的に優れた本工業団地の基盤を整備し、

 先端産業の生産拠点等を誘致することにより、地域経済の活性化と雇用の拡大を図る。

■事業内容：道路事業、緑地・調整池の整備等

■事業主体：都城市 ■事業期間：令和７年度～令和１１年度

■整備内容（令和７年度）：工業団地地区内道路の整備、市道高木通線等の道路拡幅整備等

都城インター工業団地高木北地区都市再生整備計画事業【補助】（宮崎県都城市）

《位置図》

《事業効果》

〇地域産業の振興と地域資源の

高付加価値化による産業集積基盤の創造

〇周辺環境とも調和した

企業立地による地域産業と経済の活性化

〇地場企業等とも協調した、

魅力ある企業による雇用の場の確保

《整備内容》

みやこのじょう たかぎ きた

都城IC
九州縦貫自動車道宮崎線

： 都市再生整備計画区域

： 産業促進区域

： 令和７年度実施事業

都城インター
工業団地
桜木地区
（北地区）

都城インター
工業団地
桜木地区

（南地区）

市道高木通線外整備事業
（道路拡幅工事等）

区画道路整備事業 ６路線

調整池整備事業 ３箇所

当該箇所

都城市周辺の主要交通網

都城インター
工業団地
桜木地区
（北地区）

都城インター
工業団地
桜木地区
（南地区）都城インター

工業団地
高木北地区
（３工区）

都城インター
工業団地

高木北地区
（３工区）

都城インター
工業団地

高木北地区
（２工区）

都城インター
工業団地

高木北地区
（１工区）

都城ⅠC

都城インター
工業団地

高木北地区
（２工区）

都城インター
工業団地

高木北地区
（１工区）

《整備イメージ》

建政－１６新規

社会資本整備総合交付金の内数



小林総合運動公園他４公園都市公園事業【補助】（宮崎県小林市他）

■概要

 令和９年に宮崎県で開催予定の「国民スポーツ大会」および「全国障害者スポーツ大会」の会場となる都市公園において、競技場となる運動施設等を

   整備する。また、災害時の避難場所や自衛隊派遣部隊の活動拠点となる施設の整備により、地域の防災力向上を図る。

【西階公園】 ■事業内容：野球場改修                        ■整備内容(令和７年度)：野球場改修

【宮崎県総合運動公園】 ■事業内容：自転車競技場改修、陸上競技場照明整備                        ■整備内容(令和７年度)：自転車競技場改修

【山之口運動公園】      ■事業内容：陸上競技場、多目的広場、駐車場、園路、植栽整備 ■整備内容(令和７年度)：園路、植栽整備

【都城運動公園】       ■事業内容：テニスコート、屋内競技場、駐車場、園路、植栽整備 ■整備内容(令和７年度)：駐車場、園路、植栽整備

【小林総合運動公園】   ■事業内容：体育館、駐車場整備                                                   ■整備内容(令和７年度)：体育館、駐車場整備

《位置図》

社会資本整備総合交付金の内数

《平面図（小林総合運動公園）》西階公園

山之口運動公園
都城運動公園

宮崎県総合運動公園

小林総合運動公園

に し し な

体育館整備

駐車場整備

ヘリ発着場

自衛隊拠点

給油基地

警察拠点

屋外避難所
テント泊

屋外避難所
車中泊

物資搬入路
搬入車両待機所

消防拠点

屋内避難所

消防拠点

《災害時の土地利用イメージ（小林市総合運動公園の例）》

体育館完成イメージ（外観）

体育館完成イメージ（内観）

建政－１７完成・継続



■概要
鹿児島県北部地域の広域的な利用を目的に河川・森林などの自然・景観を生かし、豊かな自然の中で様々な体験を通して  
安らぎと潤いを得られる空間の整備を進めている本公園において、虎居城跡などの地域の歴史的資産を活かした更なる魅力
向上を目指し、「歴史ゾーン」を整備する。

■事業内容：橋梁、園路、便所、展望台等の整備
■事業主体：鹿児島県 ■事業期間：平成５年度～令和１０年度
■整備内容（令和７年度）：橋梁の整備

北薩広域公園都市公園事業【補助】（鹿児島県さつま町）

《位置図》

当該箇所

橋梁の整備

《平面図》 《完成イメージ》

橋梁イメージ

ふるさと
ゾーン 歴史ゾーン

建政－１８継続

社会資本整備総合交付金の内数

ほくさつ

凡例

供用中エリア

整備中エリア

のびのび
ゾーン

歴史
ゾーン



谷山第三地区土地区画整理事業【補助】（鹿児島県鹿児島市）

■概要
道路、公園等の公共施設が不十分な状況で市街化が進行した本地区では、狭隘な道路が多く、劣悪な居住環境や歩行者の
安全確保等の課題が生じている。本事業により街区の再編や宅地の嵩上げを行うことで、密集市街地の解消を図り、安全で
良好な市街地の形成と、コンパクトでゆとりと賑わいのあるまちづくりを推進する。

■事業内容：土地区画整理 約３４．９ｈａ

■事業主体：鹿児島市 ■事業期間：平成２３年度～令和１５年度

■整備内容（令和７年度）：道路整備、補償等

たにやま

社会資本整備総合交付金の内数

《事業効果》

〇狭隘道路や密集市街地の解消による良好な市街地の形成

〇宅地嵩上げ等の浸水対策工事による安全な市街地の形成

令和７年撮影

《整備内容》

《位置図》
整備後

箇所①

整備前

谷山第三
地区 公園

公園

公園

公園

永田川

箇所①

当該箇所

建政－１９継続



■概要

鹿児島県営原良団地及び鹿児島市営武岡住宅において、集約建替及び外壁改修等の老朽化対策を実施することで、居住水

準の向上を図るとともに、ZEH水準※に適合した住宅を新築することにより省エネルギー対策を推進する。また、自然環境に恵

まれた郊外部に鹿児島県営松陽台第二団地を建設することで、良好な住環境の住宅供給を推進する。

※省エネ基準より２０％の省エネを図った住宅性能をみたすもの

■事業内容：県営原良団地 （建替前）ＲＣ造１，０９０戸   →（建替後）ＲＣ造 ４００戸（予定）
 県営松陽台第二団地（新設工事） →（新設）  木造   ２２８戸（予定）

       市営武岡住宅 （建替前）ＲＣ造２，１８２戸   →（建替後）ＲＣ造１，２４４戸（予定）
■事業主体：鹿児島県、鹿児島市 ■事業期間：平成２７年度～令和３０年度
■整備内容（令和７年度）
   鹿児島県：建替工事 原良団地～ＲＣ造６０戸、新設工事 松陽台第二団地～木造６戸
   鹿児島市：建替工事・敷地造成 武岡住宅（第一）～RC造６２戸、PFI導入可能性調査 武岡住宅（第三） 

原良・武岡等周辺地区地域居住機能再生推進事業【補助】（鹿児島県鹿児島市）

事業費：１，４７７百万円

たけおかはらら

《位置図》

当該箇所

しょうようだい

建政－２０継続

原良・武岡地区

《整備内容》

県営原良団地
・建替工事（本体）

市営武岡住宅（第三）
・PFI導入可能性調査

市営武岡住宅（第一）
・建替工事 （本体）、造成工事

出典：国土交通省「国土地理院地図」
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松陽台地区

県営松陽台第二団地
・新設工事

令和７年度事業実施予定団地


